
1. はじめに 
本研究の目的は，未知の人物およびキャラクターの
外見から受ける印象と，適合度の高い声にどのような
関係があるのかを明らかにすることである．外見から
受ける印象は性格特性に着目する．また外見は人物，
キャラクターの首から上の部分に限定し，服装による
印象の変化は考慮しない．声に関しては話し方や話す
内容には注目せず，声の質にのみ着目する． 
本研究は，外見と声のマッチング課題を行うのでは
なく，外見のモデル本人の音声を含まない様々な音声
を用いて，外見と適合度の高い声の関係を明らかにす
るという点で新規性があるといえる．外見と声の関係
が明らかになれば，アニメや吹き替え映画などにおい
て，より自然な声を人物やキャラクターに当てられる
ようにキャスティングができる．外見から得られる印
象と声から得られる印象が一致することで，アニメや
吹き替え映画の視聴者は，違和感を感じることなくス
トーリーに集中でき，臨場感が高まると考えられる．
また，あえて外見に合わない声を起用することで，視
聴者がキャラクターや人物に不信感を抱くように印象
を操作することも可能となる． 
現在，アニメは日本の代表的な文化産業になってお
り，毎年多くの作品とアニメキャラクターが生み出さ
れている．またNetflixなど様々な動画配信サイトの登
場により，吹き替え映画の数も増えている．アニメや
吹き替え映画では，キャラクターや人物に声優や俳優
といった他者が声を当てている．声優という職業は人
気の職業となっておりその数も多い 1) 2)．しかしなが
ら，多くの声優が存在するにも関わらず，キャラクタ
ーや人物と声が合っていないと視聴者が感じることが
ある．この違和感によって，視聴者はストーリーに集
中しにくくなる．このようなアニメや吹き替え映画に
おける声の違和感は，声優を本業としていない演技力
不足な俳優やタレントが声を担当している場合が多い．
他にも映像の口の動きと音声が合っていないことによ
る違和感もある．しかし，ベテラン声優が演じており，
演技力や技術が十分であっても，多くの人が違和感を
感じる場合がある．このことから人物やキャラクター
の外見には合う声質，合わない声質があると考えられ
る． 
外見や声に関しての研究は活発に行われている．粟

津ら 4)や光藤ら 5)によって，顔から声，声から顔の推測
が期待値以上にできることが明らかになっている．さ
らに光藤ら 5)の研究では，顔から声，声から顔の推定
を行う際には，顔と声から受ける性格特性の印象の類
似度を手がかりとしていることが示されている．キャ
ラクターの外見から受ける印象については，土居ら 6)

の研究によって，見る人の性別によって印象が変化す
ることがわかっている．また，石井ら 7)によってキャ
ラクターの性格を表す特徴語と適合度の高い声質につ
いての検討が行われている．しかしながら人物，キャ
ラクター両者において，外見と声の直接的な関係に焦
点を当てた研究は見当たらない．そこで本研究では被
験者実験を行い，外見から受ける印象と合うと感じる
声質について検証する． 

2. 方法 

外見から異なる印象を受ける人物，キャラクターの
画像と様々な声質の音声を用いて被験者実験を行った．
実験は人物の画像を用いたものと，キャラクターの画
像を用いたものに分けて行った．実験の結果を基に，
外見から受ける印象と適合性の高い音声の関係につい
て分析を行った． 

2.1 画像，音声の選出 

実験で使用する画像，音声は，予備実験の結果を基
に選出した．予備実験は大学生，大学院生 4人を対象
に行った． 
人物70種類，キャラクター76種類の画像に対して，
外見から受ける性別，年齢，性格の印象を答えてもら
った．性格の印象は日本語版簡易 big five9)を用い，外
向性、柔軟性、誠実性、協調性、情緒安定性の 5つの
要素で表した．この結果を基に，人物，キャラクター
それぞれ 6つのグループに分けた．人物の画像につい
ては，それぞれのグループから男性の画像，女性の画
像，中性的な画像 1 種類ずつ計 18 種類を実験で使用
する画像として選出した．キャラクターの画像につい
ては，それぞれのグループから男性，女性，子供の画
像 1 種類ずつ計 18 種類を選出した． 
音声に関しては，話している内容に影響を受けない
ようにするため，基にする音声からパラメータを変化
させて複数の声質の音声を作成した．基にする音声の
内容は，どのような人物が発しても違和感がないもの
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である必要があるため，「ありがとうございます」と
いう文言を用いた．基にする音声 3 種類は，話速が概
ね同じになるよう注意した．音声は音声分析合成シス
テムWORLD8)を用いて作成した．変化させるパラメータ
は，基本周波数と声道長とした．予備実験の被験者に
は，作成した音声を聞いてもらい，違いを聞き取れる
か答えてもらった．その結果を基に実験で使用する音
声を選出した．実験で使用する音声のパラメータの組
み合わせは以下の Table 1 に示す．人物の画像を用い
た実験では，男性の音声と女性の音声を基にした 30 種
類の音声を使用する．キャラクターの画像を用いた実
験では男性の音声，女性の音声，女性声優の音声を基
に作成した 45 種類の音声を使用する． 

2.2 実験対象者 

人物の画像を用いた実験は，大学生，大学院生 30人
（男性 13人，女性 17人）を対象に行った．キャラク
ターの画像を用いた実験は大学生，大学院生 30人（男
性 14人，女性 16人）を対象に実験を行った．キャラ
クターの画像を用いた実験では被験者のアニメを見る
頻度，漫画を読む頻度についても考慮した．30人のう
ちアニメをよく見る人は 17 人，漫画をよく読む人は
16人である． 

2.3 実験手順 

まず被験者に人物またはキャラクターの画像を提示
する．その人物，キャラクターを被験者が知っている
場合はその画像に対する質問への回答を求めない．次
に，外見から受ける性別，年齢，性格の印象を答えて
もらう．性格を測る尺度は日本語版簡易 big five9)を用
い，20 項目の質問に回答を求めた．その後，人物に対
しては 30 種類，キャラクターに対しては 45 種類の音
声を聞いてもらい，それぞれの音声が画像の人物とど
の程度合うと感じるか 6 件法で回答を求めた． 

3. 結果 

3.1. 年齢，性格の印象 

各画像のキャラクターに対する年齢，性格5項目につ
いては，被験者間の平均を求めた．性格5項目は，性格
の印象を尋ねる20項目の質問の回答から算出したもので
あり，最小値は4，最大値は28である．20項目の質問の
うち1つでも回答漏れがあるデータは含めずに集計を行
った． 

3.2. 適合度の高い音声 

音声に対して被験者には6件法で適合度の回答を求め
たが，「合う」「合わない」の2つに分けて分析を行っ

た．各画像に対して，音声1〜30(キャラクターの画像に
ついては音声1〜45)それぞれについて「合う」と答えた
人の割合を求めた．この割合を重みとして，音声の周波
数に対して加重平均を算出した．同様に，声道長に対し
ても加重平均を算出した．また，最頻値についても求め
た．結果をTable 2，Table 3に示す． 

人物の画像では人物5，人物11，人物17，人物18の
声道長について，加重平均で求めた値と，最頻値の差が
音声を作成した時に設定した声道長の幅（0.1倍）より
大きくなった．しかし，その他の画像に対する声道長と
基本周波数については，音声を作成する際に設定した周
波数，声道長の幅よりも差が小さくなった．以上のこと
から，加重平均と最頻値で求めた周波数，声道長が概ね

もとにする音声 基本周波数 声道長

100Hz
120Hz
140Hz
200Hz
240Hz
280Hz
300Hz
340Hz
380Hz

男性の音声

女性の音声

女性声優の音声

0.8倍〜1.2倍
（0.1刻み）

Table 1: Voice parameters 

Table 2: Highly-matched voices (persons) 

Table 3: Highly-matched voices (characters) 

加重平均 最頻値 加重平均 最頻値

人物1 139.38 140.00 0.97 0.90
人物2 242.77 240.00 0.99 1.00
人物3 233.44 240.00 1.00 1.00
人物4 119.27 100.00 0.99 1.00
人物5 237.48 200.00 1.08 1.20
人物6 223.92 240.00 1.01 1.00
人物7 120.00 120.00 1.00 1.00
人物8 234.11 240.00 1.03 1.05
人物9 201.55 200.00 1.03 1.10
人物10 129.25 120.00 0.99 1.00
人物11 191.64 200.00 1.05 1.20
人物12 151.74 140.00 0.97 1.00
人物13 127.44 140.00 0.98 1.00
人物14 247.86 280.00 0.99 1.00
人物15 137.14 140.00 0.97 1.00
人物16 117.33 100.00 1.02 1.10
人物17 239.27 240.00 1.04 1.20
人物18 124.00 120.00 1.02 1.20

基本周波数 声道長
画像番号

加重平均 最頻値 加重平均 最頻値

キャラ1 125.57 120.00 0.97 1.00
キャラ2 261.09 220.00 1.07 1.20
キャラ3 142.25 140.00 0.94 0.80
キャラ4 118.20 100.00 1.03 1.10
キャラ5 288.80 280.00 1.00 1.00
キャラ6 253.88 280.00 0.98 1.00
キャラ7 121.00 120.00 0.99 1.00
キャラ8 274.33 240.00 1.01 1.00
キャラ9 310.95 380.00 0.95 0.80
キャラ10 125.75 120.00 1.02 1.10
キャラ11 277.11 240.00 1.04 1.10
キャラ12 176.31 140.00 0.95 0.80
キャラ13 143.52 140.00 0.99 1.00
キャラ14 287.75 240.00 0.99 1.00
キャラ15 299.37 380.00 0.95 0.90
キャラ16 126.05 140.00 0.99 1.00
キャラ17 284.81 240.00 1.01 1.20
キャラ18 320.03 380.00 0.94 0.80

基本周波数 声道長
画像番号



各画像に最適な音声の特徴を表しているといえる． 
キャラクターの画像では，キャラ9，キャラ17，キャ
ラ18に基本周波数，声道長ともに音声を作成する際に設
定した幅以上の差が見られた．キャラ14，キャラ15に
ついては基本周波数に差が見られた．キャラ2，キャラ
3，キャラ12，については声道長に差が見られた．差が
見られた画像については，多くの被験者が幅広い音声に
対して合うと感じたため，このような結果になったと考
えられる．特にキャラ17は，性別を「どちらともいえな
い」と答えた人がいることも原因であると考えられる．
また，差が見られた8種類の画像のうち，5種類が年齢
の平均が16歳以下の子供に見える画像であった．よっ
て，子供の画像以外に関しては，加重平均の値と最頻値
が概ね最も合う音声の特徴を表しているといえるが，子
供の画像については，これらの値では最も合うとされる
音声を表すことができているとはいえない結果となっ
た． 

3.3. 被験者の特性によるt検定 

 被験者の特性による印象の変化があるか検討を行うた
め，t検定を行った．以降述べる t検定の結果は有意水準
5%である． 

3.3.1. 人物の画像について 

人物の画像を用いた実験では，被験者の性別による t検
定を行った．まず画像 18種類それぞれの年齢と性格 5 項
目の平均値，基本周波数と声道長の加重平均の値について，
被験者の性別で分けて t 検定を行なった．8 項目全てで
p>0.05となり，有意差があるとはいえない結果となった． 
次に，画像ごとに年齢，性格5項目，音声 30種類それ

ぞれについて t検定を行なった．年齢に関しては，18種類
の画像のうち人物14に対してのみp<0.05となり，有意差
が見られた．性格に関しては，画像 18 種類について，そ
れぞれ性格 5 項目の値を用いて計 90 回の t検定を行なっ
た．そのうち，人物2の協調性，人物3の外向性，人物4
の情緒安定性について，p<0.05となり，有意差が見られた． 
音声に関しては，画像18種類について，音声30種類の値
で計 540 回の t検定を行なった．そのうち 48 回で p<0.05
となり有意差が見られた．有意差が見られた音声に共通す
る特徴はなかったが，有意差が見られた画像には偏りが見
られた．特に，人物 6については 12 種類の音声，人物 9
は 8 種類の音声，人物 17は 11 種類の音声に対して有意
差が見られた．  

3.3.2. キャラクターの画像について 

キャラクターの画像については，被験者の性別，アニメ
を見る頻度(よく見る，あまり見ない)，漫画を読む頻度(よ
く読む，あまり読まない)の 3 項目に関して t検定を行っ
た． 

3.3.2.1. 被験者の性別 

まず年齢と性格 5 項目の平均，基本周波数と声道長の
加重平均の値について，被験者の性別で分けて t検定を行
なった．8項目全てにおいて，p>0.05となり，有意差があ
るとはいえない結果となった． 
次に画像ごとに，年齢，性格5項目，音声 30種類それ

ぞれについて t検定を行なった．年齢に関しては，18種類
の画像のうち，キャラ 5についてのみ p<0.05となり，有
意差が見られた．性格に関しては，画像18種類について，

それぞれ性格 5 項目の値で計 90 回 t検定を行なった．そ
のうち 5 回で p<0.05となり有意差が見られた．有意差が
見られたものは，キャラ10の外向性と協調性，キャラ15
の協調性，キャラ17の誠実性，キャラ18の誠実性につい
てである．音声に関しては，画像 18 種類について，音声
45 種類の値を用いて計 810 回の t検定を行なった．その
うち38回でp<0.05となり有意差が見られた．有意差が見
られた音声に共通する特徴はなかったが，有意差が見られ
た画像には偏りが見られた．特にキャラ15に対して10種
類の音声，キャラ17に対して11種類の音声で有意差が見
られた． 

3.3.2.2. 被験者のアニメを見る頻度 

まず年齢と性格 5 項目の平均，基本周波数と声道長の
加重平均の値について t検定を行なった．8 項目のうち，
情緒安定性にのみ p<0.05となり有意差が見られた．アニ
メをよく見る人に対して，アニメをあまり見ない人の方が，
画像によって受ける情緒安定性の印象の差が大きかった． 
次に，どのような画像，音声で有意差が見られるか詳し
く調べるために，画像ごとに，年齢，性格5項目，音声30
種類それぞれについてt検定を行なった．年齢に関しては，
18 種類の画像のうち，キャラ 17についてのみ p<0.05と
なり，有意差が見られた．アニメをあまり見ない人に比べ
アニメをよく見る人の方が，外見から若いと感じていた．
性格に関しては，画像 18 種類について，それぞれ性格 5
項目の値で計 90 回 t検定を行なった．そのうち 11 回で
p<0.05となり有意差が見られた．キャラ8，キャラ10，キ
ャラ 18についてはそれぞれ 2つの項目で有意差が見られ
たが，共通点を確認することはできなかった． 
音声に関しては，画像 18種類について，それぞれ音声

45 種類の値で計 810回の t検定を行なった．うち 22回で
p<0.05となり有意差が見られた．有意差が見られた音声に
共通する特徴はなかったが，有意差が見られた画像につい
ては偏りが見られた．キャラ8について6つの音声で，キ
ャラ9について7つの音声で有意差が見られた．この2つ
の画像に共通点は見られなかった．一方，男性に見えるキ
ャラクターについては，キャラ 4に対する音声 13につい
てのみ有意差が見られた． 

3.3.2.3. 被験者の漫画を読む頻度 

まず年齢と性格 5 項目の平均，基本周波数と声道長の
加重平均の値について t検定を行なった．8 項目のうち，
年齢と情緒安定性について p<0.05となり有意差が見られ
た．情緒安定性については，漫画をあまり読まない人の方
が，画像による差が大きかった．これはアニメを見る頻度
による差と同じである．年齢については，漫画を読まない
人の方が外見から受ける年齢の印象が高かった．次にどの
ような画像，音声で有意差が見られるか詳しく調べるため
に，画像ごとに，年齢，性格 5項目，音声 30 種類それぞ
れについて t検定を行なった．年齢に関しては，18種類の
画像のうち，キャラ7，キャラ8，キャラ11，キャラ13の
4種類についてp<0.05となり，有意差が見られた．4種類
の画像全てに対して，漫画をあまり読まない人に比べ，漫
画をよく読む人の方が外見から若い印象を受けていた．性
格に関しては，画像 18種類について，それぞれ性格 5 項
目の値で計90回t検定を行なった．そのうち14回でp<0.05
となり有意差が見られた．有意差が見られた画像，性格特
性に特徴は確認できなかった．音声に関しては，画像 18
種類について，それぞれ音声 45 種類の値で計 810 回 t検



定を行なった．うち67回でp<0.05となり有意差が見られ
た．特に声道長が 0.8 倍の音声と声道長が 1.2 倍の音声に
ついて，それぞれ 21 回有意差が見られた．また，有意差
が見られた音声全てに対して，漫画をよく読む人の方が合
うと感じていた．また，有意差が見られた画像に偏りがあ
った．キャラ2に対して8種類の音声，キャラ5は7種類
の音声，キャラ 8，キャラ 9，キャラ 12は 5種類の音声，
キャラ 16は 6種類の音声で有意差が見られた．しかし，
これらの画像に共通する特徴は確認できなかった． 

3.4. 年齢，性格と音声の相関 

年齢および性格5項目の平均値と，周波数，声道長の加
重平均の値を用いて，外見から受ける印象と，合うと感じ
る音声に相関係数を求めた．人物の画像については，画像
の人物の性別で分けて分析を行った．全ての被験者が男性
と答えたものを男性，全ての被験者が女性と回答したもの
を女性，被験者によって回答が異なっていたものを中性と
した．キャラクターの画像については，男性キャラクター，
女性キャラクター，子供のキャラクターに分けて分析を行
った．年齢の平均が 16 歳以下のものを子供のキャラクタ
ーとし，その他の画像のうち被験者の 85%以上が男性と
回答したものを男性キャラクター，被験者の 85%以上が
女性と回答したものを女性キャラクターとした．キャラク
ター画像の印象について，被験者のアニメを見る頻度と漫
画を読む頻度で有意差が見られたが，相関係数に顕著な差
がみられたのは，子供のキャラクターに対する漫画を読む
頻度だけであった．結果は以下のTable 4〜Table 10の通り
である．|r| ≧ 0.5となった項目を○で記した．負の相関が
見られた項目には*を記した． 

 
 
 
 

4. 考察 

4.1. 被験者の特性による印象の差 

人物の画像に対して，t検定の結果より一部の画像の一
部の項目において，被験者の性別による有意差が見られた
が，全体を通した有意差は見られなかった．このことから
人物の外見から受ける印象，および合うと感じる音声には，
被験者の性別は影響しないということがいえる．また，比
較的多くの音声に対して有意差が見られた人物6と人物9
について，この2つは中性的な画像であり，男性被験者と
女性被験者で外見から推測する性別の回答の内訳に差が
あったため，音声に対する判断に影響を与えたと考えられ
る．しかし，外見から推測する性別の異なった要因が被験
者の性別であるかは断定できない．また，同様に比較的多
くの音声で有意差が見られた人物 17は，回答した年齢の
平均が64歳と非常に高く，提示した30種類の音声の中に
合うと感じる音声がないとした被験者が男性，女性ともに
複数人いた．このことから，被験者の性別による差ではな
く，被験者個人の感じ方に影響を受けていると考えられる． 
キャラクターの画像に対しては，被験者の性別の他にア
ニメを見る頻度，漫画を読む頻度についても t検定を行っ
た．性別に関しては，一部の画像の一部の項目で有意差が

Table 4: Correlation coefficient (male persons) 

Table 5: Correlation coefficient (female persons) 

Table 6: Correlation coefficient (neutral persons) 

年齢 外向性 協調性 誠実性 情緒安定性 柔軟性 基本周波数 声道長

年齢

外向性

協調性

誠実性 ○
情緒安定性 ○ ○
柔軟性  ○*

基本周波数  ○*  ○*  ○*
声道長 ○ ○ ○  ○*

年齢 外向性 協調性 誠実性 情緒安定性 柔軟性 基本周波数 声道長

年齢

外向性 ○
協調性  ○*  ○*
誠実性

情緒安定性  ○* ○
柔軟性 ○ ○  ○* ○

基本周波数  ○* ○ ○
声道長 ○ ○  ○* ○  ○*

年齢 外向性 協調性 誠実性 情緒安定性 柔軟性 基本周波数 声道長

年齢

外向性 ○
協調性

誠実性 ○
情緒安定性 ○ ○
柔軟性  ○*  ○*

基本周波数 ○
声道長 ○ ○ ○

年齢 外向性 協調性 誠実性 情緒安定性 柔軟性 基本周波数 声道長

年齢

外向性 ○
協調性  ○*
誠実性

情緒安定性 ○
柔軟性 ○ ○  ○* ○ ○

基本周波数 ○
声道長 ○  ○*  ○*  ○*

Table 7: Correlation coefficient (male characters) 

年齢 外向性 協調性 誠実性 情緒安定性 柔軟性 基本周波数 声道長

年齢

外向性

協調性  ○*
誠実性 ○
情緒安定性  ○* ○
柔軟性 ○
基本周波数  ○* ○ ○
声道長 ○  ○*  ○*

Table 8: Correlation coefficient (female characters) 

年齢 外向性 協調性 誠実性 情緒安定性 柔軟性 基本周波数 声道長

年齢

外向性

協調性

誠実性 ○
情緒安定性  ○* ○
柔軟性 ○  ○*

基本周波数 ○ ○
声道長  ○*

Table 9: Correlation coefficient (children's characters: sub-
jects reading cartoons) 

年齢 外向性 協調性 誠実性 情緒安定性 柔軟性 基本周波数 声道長

年齢

外向性 ○
協調性  ○*
誠実性 ○

情緒安定性 ○ ○
柔軟性 ○

基本周波数 ○ ○ ○
声道長 ○ ○ ○

Table 10: Correlation coefficient (children's characters: sub-
jects not reading comics) 



見られたが，全体を通した有意差は見られず，キャラクタ
ーの外見から得られる印象と合うと感じる音声には，被験
者の性別は影響しないということが示された． 
アニメを見る頻度に関しては，全体を通して情緒安定性
に有意差が見られた．アニメをよく見る人はあまり見ない
人に比べ，外見から受ける情緒安定性の印象の振れ幅が小
さい結果となった．また画像ごとに分析したところ，男性
キャラクターの音声について，女性や子供のキャラクター
よりも有意差が見られた数が少なかった結果となった．こ
のことから，男性キャラクターは女性や子供のキャラクタ
ーに比べ，合うと感じる音声が被験者のアニメ見る頻度に
影響を受けにくいといえる． 
漫画を読む頻度について，全体を通して年齢と情緒安定
性に有意差が見られた．漫画をよく読む人はあまり読まな
い人に比べ，外見から受ける情緒安定性の印象の振れ幅が
小さく，より若い印象を受けていた．また画像ごとに分析
した結果，声道長が 0.8 倍の音声と声道長が 1.2 倍の音声
について有意差が見られることが多く，有意差が見られた
音声全てに対して漫画をよく読む人の方が合うと感じて
いた．このことから，漫画をよく読む人は，漫画をあまり
読まない人より，幅広い音声に対して合うと感じ，特に声
道が非常に短い音声と，短い音声でその差が顕著であると
いえる． 
アニメをよく見る人や漫画をよく読む人が，キャラクタ
ーの外見から受ける情緒安定性について振れ幅が小さい
結果となったのは，性格が詳細に設定されているキャラク
ターを高頻度で見ることにより，キャラクターの外見から
受ける印象のステレオタイプが形成されているためであ
ると考えられる． 

4.2. 外見から受ける性格特性の印象と声の関係 

年齢，性格と音声の相関係数より，外見から受ける性格
特性の印象と適合度の高い音声の関係について考察を
行う． 

4.2.1. 人物の画像 

男性の画像について，年齢と基本周波数で負の相関，年
齢と声道長で正の相関が見られた．誠実性，情緒安定性と
基本周波数は強い負の相関，誠実性，情緒安定性と声道長
では強い正の相関が見られた．このことから，外見から受
ける印象の年齢が高くなると，合うと感じる声の基本周波
数は低く，声道長は長くなる傾向があるといえる．また，
外見から誠実性と情緒安定性が高い印象を受けると，基本
周波数が低く，声道が長い声を合うと感じる傾向が強いと
いえる． 
女性の画像について，年齢と声道長に正の相関が見られ
た．外向性については，基本周波数にと負の相関，声道長
と強い正の相関が見られた．協調性については，基本周波
数と正の相関，声道長と強い負の相関が見られた．その他
には，情緒安定性と基本周波数に正の相関，柔軟性と声道
長に正の相関が見られた．このことから，外見から受ける
印象の年齢が高くなると，合うと感じる声の声道長は長く
なる傾向があるといえる．外向性が高い印象を受けると，
基本周波数が低く，声道が長い音声を合うと感じる傾向が
ある．一方，協調性が高い印象を受けると，基本周波数が
高く，声道が短い音声を合うと感じる傾向がある．また，
情緒安定性が高い印象を受けると基本周波数が高い音声
を，柔軟性が高い印象を受けると声道長が長い音声を合う
と感じる傾向があるといえる． 

中性の画像については，年齢と声道長に正の相関，外向
性と声道長に正の相関，協調性と基本周波数，声道に正の
相関が見られた．このことから，外見から受ける印象の年
齢が高くなると，合うと感じる声の声道長は長くなる傾向
があるといえる．また，外向性が高い印象を受けると，声
道が長い音声を合うと感じる傾向がある．協調性が高い印
象を受けると，基本周波数が高く，声道が長い声を合うと
感じる傾向があるといえる． 
男性，女性，中性全ての場合において，外見から受ける
印象の年齢が高くなると，声道が長い声を合うと感じる傾
向があることが示された．また，画像の人物の性別によっ
て，合うと感じる音声に影響を与える要素が異なることが
示された． 

4.2.2. キャラクターの画像 

男性のキャラクターについて，年齢と声道長に強い正の
相関が見られた．また，協調性と基本周波数に強い正の相
関，協調性と声道長に強い負の相関が見られた．その他に，
誠実性と声道長に負の相関，情緒安定性と声道長に負の相
関が見られた．このことから，外見から受ける印象の年齢
が高くなると，合うと感じる声の声道長は長くなる傾向が
あるといえる．協調性が高い印象を受けると，基本周波数
が高く，声道が短い音声を合うと感じる傾向がある．また，
誠実性や情緒安定性が高い印象を受けると，声道長が短い
音声を合うと感じる傾向があるといえる．  
女性のキャラクターについて，年齢と基本周波数に負の

相関，年齢と声道長に強い正の相関が見られた．外向性と
基本周波数に正の相関が見られた．また，柔軟性と基本周
波数に強い正の相関，柔軟性と声道長に強い負の相関が見
られた．このことから，外見から受ける印象の年齢が高く
なると，合うとされる声の基本周波数は低く，声道長は長
くなる傾向があるといえる．外向性が高い印象を受けると，
基本周波数が高い音声が合う傾向がある．また，柔軟性が
高い印象を受けると，基本周波数が高く，声道長が短い音
声が合う傾向があるといえる． 
子供のキャラクターについては，漫画をよく読む人とあ
まり読まない人の両者で，協調性，柔軟性と基本周波数に
正の相関が見られた．この結果から，漫画を読む頻度に関
わらず，協調性や柔軟性が高い印象を受けると，基本周波
数が高い声を合うと感じる傾向があるといえる．加えて漫
画をよく読む人は，誠実性が高い印象を受けると，声道長
が短い声を合うと感じる傾向があるといえる．一方，漫画
をあまり読まない人は，誠実性が高い印象を受けると，基
本周波数が高く，声道長が長い声を合うと感じる傾向があ
る．また漫画をあまり読まない人は，協調性や情緒安定性
が高い印象を受けると声道長が長い声を合うと感じる傾
向が見られた．  
男性キャラクターと女性キャラクターについては，外見
から受ける印象の年齢が高くなると，声道が長い声を合う
と感じる傾向があることが示された．子供キャラクターに
ついては年齢と音声の特徴に相関は見られなかった．これ
は，使用した子供キャラクターの中で年齢差があまりなか
ったためであると考えられる．また，キャラクターの性別
によって，合うと感じる音声と関係の強い性格の要素が異
なることが示された． 

5. まとめ 

アニメを見る頻度と漫画を読む頻度でキャラクターの
外見から受ける印象に有意差が見られた．しかしながら，



土居ら 6)によって提唱されていた性別による差は，一部の
画像の一部の項目に対しては有意差があったものの，全体
を通した有意差は見られなかった．アニメを見る頻度では
情緒安定性に，漫画を読む頻度では年齢と情緒安定性に有
意差が見られた．アニメを見る頻度，漫画を読む頻度とも
に，頻度が高いとキャラクターの外見から受ける情緒安定
性の印象の振れ幅が大きくなることが示された．これは，
アニメや漫画を見ることで外見から受ける印象のステレ
オタイプが形成されるためであると考えられる． 
今回の実験で，人物，キャラクター両者において，外見
から受ける性格特性 5 項目のうちいくつかの項目と適合
度の高い基本周波数，声道長に相関が見られた．このこと
から，外見から受ける性格の印象が変化することで，合う
と感じる声質が変化すると考えられる．しかし，外見から
推定する年齢と音声の特徴に相関が見られたことから，合
うと感じる音声には性格の印象のみではなく，年齢も影響
しているといえる．また，人物かキャラクターか，男性か
女性か子供かといった画像の種類によって，音声の特徴と
関係がある性格の要素に違いが見られた．男性の人物につ
いては誠実性と情緒安定性，女性の人物は外向性と協調性，
情緒安定性，中性的な人物は外向性と協調性の印象が変化
することで，適合度の高い声質が変化した．男性キャラク
ターについては，協調性と誠実性，情緒安定性，女性キャ
ラクターは外向性と柔軟性，子供のキャラクターは主に，
協調性と柔軟性の印象が変化することで，適合度の高い声
質が変化した． 
また，本研究では性格特性 5 項目それぞれと基本周波
数，声道長の関係を明らかにした．しかし，性格特性5項
目は独立しているわけではないため，5項目をまとめた印
象と音声の関係についても検討すべきであると考える．さ
らに，今回の実験で提示した音声は，3種類の音声をもと
に，基本周波数と声道長を変化させたものであったが，声
質を変化させる要素は息の量や倍音バランス等他にも存
在する．基本周波数と声道長以外のパラメーターを変化さ
せた音声を用いた実験を行うことで，より詳細に外見から
受ける性格特性の印象と声の関係を明らかにできると考
える． 
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